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　これまで摂食・嚥下障害のある高齢者の食事はとろみなど物性の
面にのみ重きが置かれてきた感がある。しかしながら、我々は高齢者
の嚥下反射はたとえ障害されていても温度感受性であることを見出し
た。我々の嚥下反射を活性化する温度領域の結果より、これまで同
定されている6個の温度感受性TRPチャネルのうち、TRPV1, TRPV2, 
TRPM8, TRPA1が嚥下反射の活性化に関与する可能性が示唆され、
TRPV1及びTRPM8刺激による摂食嚥下改善法を開発した。さらに非
常にＡＤＬ・意識レベルの悪くてとても経口の方法がとれないような高
齢者にたいする摂食・嚥下改善法として嗅覚刺激による方法を考案
した。それは黒コショウの匂い刺激である。この方法により誤嚥と関
係のある脳血流低下部位を回復させることができ、嚥下反射が改善
した。この匂いの薬効成分はナノ粒子であり、これを持続的に患者の
嗅覚神経に到達させる簡便な方法、ナノ粒子ドラッグガスデリバリー
システムを開発し、市販されている。このような感覚刺激を介する方
策は、高齢者の高次脳機能を活性化する摂食嚥下障害対策と考えら
れ、有望な方策と考えられる。
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